
 

すっかりコロナ前の生活が戻り、京都はたくさんの観光客で賑わっています。みなさまの

園でも保護者を交えた行事が行われていることと思います。 

 今年は、「子ども家庭庁」が動き出し、来年は「こども大綱」の策定「児童福祉法改正」

と保育市・保育教諭は専門職としてさらに質の高い保育を目指していきたいと思います。 

 京都府保育士会では、チームを組み、来年度の「保育の友「わたしたちの保育計画」４歳

児に参加することになり、大谷大学西村美紀准教授をアドバイザーに、始動しています。 

いろんな園で参考にしていただけるような指導計画を作っていこうとしておりますので、

ぜひ活用していただけたら嬉しいです。また保育士会主催のキャリアアップ研修、近畿ブロ

ックリーダーセミナーも行いました。 

 
「子どもの最善の利益の尊重・一人一人の子どもの発達保障」  

～みんなで考えたい保育事例・ハートファイルを活用して～ 

   京都華頂大学 教授 山川 宏和先生 

６月２９日（木）キャリアアップ研修が集合研修で行われ

ました。ワールドカフェ方式（少人数での話し合い）の後、ポスタ

ーセッションをして新しい事例を出し合いました。 

 

全国保育士会「全国保育士会研究大会」静岡県浜松市で大会を行いました。 

４年ぶりの参集研究大会には１，０００名を超える参加者が集い、８つの分科会で熱心に語り合う姿があ

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 来年は高知県で行われます。 

 今年参加できなかった方も来年はぜひ高知県での研究大会にご参加くださいね。 
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 近畿ブロック保育士会リーダーセミナー 

１１月２５日（土）神戸市にて行われました。 

「こどもをまるごと受け止めたい～０歳からの性教育～」 

あいこ助産院の渡邊 安衣子氏から命をたいせつにする 

就学前の性教育について熱い講演がありました。 

 

 

 

 

全国保育士研修会のお知らせです 

 

１月２５(木)～２６日(金)場所：新横浜プリンスホテル 

 

全体研修は作家の石井 光太氏「子どもの育ちを豊かにする言葉」をテーマに 

講演をいただいた後、全国保育士会村松幹子会長との対談があります。 

 

分科会は 

① 働き続けられる職場づくり       和洋女子大学 矢藤 誠慈郎先生 

② 子どもの主体性を尊重した保育実践   大妻女子大学 久保 健太先生 

③ 子ども一人ひとりを尊重する性教育   京都あいこ助産院 渡邊 安衣子氏 

④ 小学校との連携について        鳴門教育大学 木下 光二先生 

 


